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．背景および目的

近年発生している富栄養化の対策に、当該

河川の流域水田を利用した浄化対策が挙げら

れる。これまでに都市近郊河川流域水田の調

査およびモデル実験から、水質浄化機能およ

びモデル実験結果の妥当性・再現性が確認さ

れている 1)。 
これまでのモデル実験では、実験を行う年

毎に新たに水田モデルを作成していた。これ

は、灌漑期間終了後にカラム内部の貯留水を

全排水することで充填している土壌が乾燥・

収縮し、カラムと土壌の密着性が保たれなく

なり、翌年に同一の水田モデルによる実験が

困難となるためである。 
そこで本実験では、2014 年に作成した水田

モデル 1)を通年湛水し、これまで単年調査で

あった水田モデル実験の複数年にわたる水質

浄化機能変化を調査した。その結果から水田

モデルの連続使用における妥当性に関して検

討を行った。 

．実験概要

水田モデル

水田モデルは 2014 年に作成した 3 反復 2

試験区のカラムである。このカラムを実験開

始より 2016 年 9 月まで通年湛水を実施して

実験を行った。試験区は浸透路長の異なる土

壌 40cm 区および土壌 80cm 区とした。 

実験期間

各年の実験期間は、2014 年は 7 月 14 日～

9 月 10 日、2015 年は 7 月 15 日～8 月 3 日お

よび 9 月 24 日～10 月 14 日、2016 年は 6 月 
 

 

28 日～7 月 22 日および 9 月 1 日～9 月 25 日

である。代かきは、実験を開始した 2014 年に

灌漑を開始してから湛水深が一定となった際

に 1 度行った。 
実験方法

灌漑用水はカラム上部にバルブ付給水タン

クを設置して、一定間隔で灌漑した。灌漑用

水量は、2014、2015 年は 2000mL～3000mL/day、

2016 年は 4000mL～5000mL/day と設定し、降

下浸透水量は、2014、2015 年は 1000mL～

1500mL/day、2016 年は 2000mL～2500mL/day

とした。実験に用いた灌漑用水は、5 日毎に

変更した引地川河川水(2014 年のみ)と、水道

水に試薬を混ぜて調整した供試液を用いた。

供試液は、引地川河川水の COD(化学的酸素

要求量)、NO3-N(硝酸態窒素)、NO2-N(亜硝酸

態窒素)、NH4-N(アンモニア態窒素)、PO4-P(リ

ン酸態リン)濃度を基準として、河川水平均濃

度、低濃度および高濃度となるよう数段階に

調整した。供試液も 5 日毎に濃度を変更して

灌漑に用いた。なお、2015、2016 年は灌漑開

始初期にカラム内貯留水を供試液で置換する

期間を数日設けてから調査を行った。 

調査は毎日午前 10 時に灌漑用水、田面排

水、降下浸透水の採水と、灌漑用水量、田面

排水量、降下浸透水量、田面蒸発量の流量測

定を行った。採水した試料は室内実験にて

COD、T-N(全窒素)、NO3-N、NO2-N、NH4-N、

T-P(全リン)、PO4-P の分析を行った。さらに

2016 年には TOC(全有機炭素)の分析を追加し

て検討した。 
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．結果および考察

各年の差引負荷量および除去率による判別

結果を表 に示す。 

COD は 2 試験区ともに実験 2 年目に汚濁

傾向が大きくなったものの、実験 3 年目は灌

漑用水量および降下浸透水量を 2 倍程度にし

たことで汚濁傾向が軽減された。TOC は実験

3 年目のみの判定ではあるが、COD 同様に有

機物による水質汚濁傾向があったと推測され

る。COD、TOC ともに、浸透路長が長くなる

と汚濁傾向が大きくなると示された。汚濁型

となった原因としては、田面水中の藻類の増

殖や水田土壌中の水溶性有機物の遊離、また、

還元土壌中において金属イオンと反応して硫

化物の生成があったものと考えられる。 

窒素成分は、T-N において実験 2 年目では

1 年目と判別結果が異なり汚濁型を示したが、

3 年目では 40cm 区で浄化型、80cm 区では汚

濁型を示した。これは、降下浸透過程におけ

る NH4+の増加により NH4-N 排出負荷量が増

加した影響に起因すると推測した。

NO3-N、NO2-N では 2 試験区とも浸透路長

による差異は小さく、3 年間を通じて浄化型

を示した。このことから、通年湛水を行い同

一のモデルを用いて窒素の浄化機能を判別す

る場合、灌漑用水量および降下浸透水量を 2

倍程度にすることで初年度と同様の結果が得

られるといえた。 

リン成分は、T-P および PO4-P ともに 3 年

間を通じて浄化型であった。この結果から、

浸透過程中発生する土壌中の金属イオンによ

るリン吸着は、通年湛水しても継続的に作用

していることが示された。 

以上より、通年湛水によるモデル実験では、

灌漑用水量および降下浸透水量を増加させる

ことで初年度と同様の結果が得られると考え

られる。 
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